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6) 福島正義：臼歯部における金属修復から歯冠色修復

への道のり、千葉市歯科医師会学術講演会、平成 28
年９月 28 日（水）、千葉市、千葉市総合保健医療セ

ンター５階大会議室. 
7) 福島正義：患者の QOL を高める歯科医療 第１部 

変色歯治療とくにポーセレンラミネートベニアの長

期臨床経過と術式のポイント、第２部 高齢者の根

面う蝕の予防と治療、村上市岩船郡歯科医師会学術

講演会、平成 28 年 11 月 26 日、村上市、石田屋旅館. 
8) 福島正義：ランチョンセミナーⅢ／根面う蝕から歯

を守るのは難しい？〜トリートメントの一提案〜、

日本歯科保存学会 2016 年度秋季学術大会（第 145
回）、平成 28 年 10 月 28 日、松本市、キッセイ文化

ホール. 
9) 小野和宏: 能力を把握して学びを促す－歯科臨床能

力の直接評価を中心に－. 第 35回日本歯科医学教育

学会総会および学術大会・シンポジウム「学習履歴

を教育に活かす」, 大阪大学・大阪府吹田市, 2016
年 7 月 2 日, 同プログラム・抄録集: 66 頁, 2016. 

10) 小野和宏: 学習成果の直接評価と教育の質保証－問

題発見解決型歯科医療人の育成を目指して－. 第 1
回日本薬学教育学会大会・シンポジウム「教育学・

学習科学の現状と展望」, 京都薬科大学・京都府京

都市, 2016 年 8 月 28 日, 同講演要旨集: 71 頁, 2016. 
11) 高橋英樹：社会福祉の理念と動向．平成 28 年度社

会福祉施設指導的職員研修，新潟，2016 年 6 月 20
日・6 月 27 日・7 月 21 日，同研修資料集 

12) 高橋英樹：社会福祉行政，平成 28 年度福祉行政新

任職員研修，新潟，2016 年 5 月 18，同研修資料集 
13) 高橋英樹：スーパービジョン論・スーパービジョン

演習．平成 28 年度実習指導者講習会，新潟，2016
年 7 月 29 日，同講習会資料集 

14) 高橋英樹： 社会福祉援助技術論・社会福祉援助技

術演習，平成 28 年度児童家庭相談業務研修会，新

潟，2016 年 8 月 23 日，同研修資料集 
15) 山崎和久：歯周病と全身疾患の新たな関連メカニ

ズム．シンポジウム 23 口腔内と腸内細菌から全身

の健康を考える．第 16 回日本抗加齢医学会総会，

横浜市パシフィコ横浜会議センター，2016 年 6 月
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12 日 
16) 山崎和久：歯周病原細菌の腸内細菌叢に及ぼす影

響：動脈硬化性疾患との関連．シンポジウム 2歯周

炎と動脈硬化性血管疾患の関連．第 48 回日本動脈

硬化学会総会・学術集会．京王プラザホテル，

2016 年 7 月 14 日． 
17) 山崎和久：歯周病と糖尿病の相互作用．第2回糖尿

病と合併症研究会．万代シルバーホテル，新潟，

2016 年 7 月 2 日． 
18) 山崎和久：歯周病と糖尿病の相互作用．上越地区

学術講演会．糖尿病の治療戦略～合併症を含めた

トータルケア～，2016 年 7 月 21 日． 
19) 山崎和久：歯周疾患が及ぼす全身への影響．会津

方部歯学研究会特別講演．2016 年 9 月 20 日，会津

若松ワシントンホテル 
20) 山崎和久：歯周病学研究における今後の展望を探

る．第 302 回東京歯科大学学会シンポジウム｢学内

外の動向から探る今後の口腔科学研究の潮流｣．東

京歯科大学水道橋校舎．東京，2016年 10月 15日． 
21) 山崎和久：歯周病と全身疾患の関連メカニズム－

腸内細菌叢攪乱からの視点－，シンポジウム⑦も

っと知りたい全身と歯周病の関係～歯周医学の最

前線～，第 16 回日本歯科医学会総会．福岡．平成

28 年 10 月 22 日 
22) 山崎和久：歯周病菌の全身への影響．第 53 回日本

細菌学会中部支部総会特別講演．日本歯科大学新

潟生命歯学部．2016 年 10 月 29 日． 
23) 山崎和久：歯周病と糖尿病の相互作用．平成 28 年

度魚沼地域歯科保健研修会特別講演．十日町市役

所．十日町．平成 28 年 11 月 10 日． 
24) 山崎和久：ペリオドンタルメディスン研究の新展

開．大阪大学大学院歯学研究科セミナー，大阪大

学，吹田市，2016 年 11 月 24 日 
25) 山崎和久：歯周疾患が及ぼす全身への影響．平成

28 年度二季会特別講演．新潟県歯科医師会館．新

潟．平成 28 年 12 月 1 日． 
26) 山崎和久：歯周病と全身疾患の新たな関連メカニ

ズム．歯学研究に於ける重要な発見とその可能性．

日本歯科医学会・国際歯科研究学会日本部会

(JADR)，日本歯科医師会館，2016 年 12 月 17 日 
27) 山崎和久：歯周病をとりまく課題を再考する．福

島県歯科医師会会津方部会新年学会特別講演．会

津若松ワシントンホテル，2017 年 1 月 15 日 
28) 山崎和久：ペリオドンタルメディスン研究の新展

開．広島大学大学院医歯薬保健学研究科セミナー，

広島大学，広島市，2017 年 1 月 17 日 
29) 山崎和久：歯周病と非感染性疾患・慢性疾患との

関連，シンポジウム腸内フローラの最新の話題，

第 27 回生物試料分析科学会．新潟．平成 29 年 2 月

12 日 
30) 山崎和久：歯周病学の立場からみた口腔・腸内相

関．神奈川歯科大学第 7 回第 8 回合同開催研究談話

会．横須賀市，平成 29 年 2 月 23 日 
31) 山崎和久：歯周疾患治療における課題（検査）を再

考する．第 2回歯科臨床研究推進会議，広島大学，

広島市，2017 年 3 月 3 日 
32) 中川兼人：「公的扶助論(スーパーバイザーのために)」/

平成 28年度新潟県新任生活保護査察指導員研修、新
潟、2016年 4月 18日、同資料集 1―26頁、2016. 

33) 中川兼人:「これからの地域福祉」/平成 28 年度新潟

県福祉行政新任職員研修、新潟、2016 年 5 月 19 日、

同資料集 41―56頁、2016. 
34) 中川兼人:「生活困窮者自立支援事業とは？」/五泉

市・五泉市社会福祉協議会、2016 年度生活困窮者自

立支援事業連絡会、五泉市、2016 年 5 月 20 日、同

資料集 3―13頁、2016. 
35) 中川兼人:「福祉人材育成のためのスーパービジョ

ン」/新潟県社会福祉士会、2016 年度全体研修会、新

潟、2016 年 6 月 5 日、同資料集 1―17頁、2016. 
36) 中川兼人:「ソーシャルワーカーデーにいがた 2016」

シンポジウム「生活困窮者自立支援からみる、ソー

シャルワークの可能性」のコーディネーター/新潟県

社会福祉士会、新潟、2016 年 7 月 24 日 
37) 中川兼人:「これからの地域福祉～子供から高齢者ま

で～」/新潟市民生委員児童委員協議会連合会、新潟、

2016 年 10 月 7 日 同資料集 1―25頁、2016. 
 

【学会発表】 

1） Yagi M, Yonezawa D, Suwama K, Yoshihara A: St
udy of sociodemographic inequalities and the preval
ence of dental caries in permanent teeth, The 12th I
nternational Conference of Asian Academy of Preve
ntive Dentistry, Tokyo Medical and Dental Universit
y, May27-29, 2016. 

2） Che Y, Sugita N, Takahashi N, Yoshihara A, Hanai
 Y, Iwasaki M, Miyazaki H, Nakamura K, Yoshie 
H: Macrophage erythroblast attacher gene polymorph
ismand periodontitis in postmenopausal women, 94th
 IADR/AADR/CADR General Session & Exhibition
 – Seoul, Korea. June 22-25, 2016. 

3） Yoshihara A, Iwasaki M, Miyazaki H, Nakamura K: 
Bidirectional relationship between renal function and 
periodontal disease in older Japanese women, 94th 
IADR/AADR/CADR General Session & Exhibition – 
Seoul, Korea. June 22-25, 2016. 

4） Hamasaki T, Sakai R, Iwasaki M, Kakuta S, Soh A, 



－6－ 

Yoshihara A, Ansai H, Miyazaki H: Nutritional status 
changes in elderly: results of a 2-year study, 94th 
IADR/AADR/CADR General Session & Exhibition – 
Seoul, Korea. June 22-25, 2016. 

5） Sato K, Takahashi N, Nakajima M, Kato T, Matsuda Y, 
Yokoji M, Yamada M, Ohno H, Yamazaki K. 
Periodontopathic bacteria increases the risk of 
rheumatoid arthritis by affecting gut immune system. 
International Congress of Immunology 2016, Melbourne, 
Australia, August 24, 2016. 

6） Sato K, Takahashi N, Matsuda Y, Yamada M, Yokoji M, 
Tabeta K, Nakajima M, Yamazaki K. A nove mechanism 
linking periodontitis and rheumatoid arthritis. 95th 
General session of the IADR, San Francisco, March 24, 
2017. 

7） Yamada M, Takahashi N, Matsuda Y, Sato K, Yokoji M, 
Tabeta K, Nakajima T, Yamazaki K. A bacterial 
metabolite ameliorates P. gingivalis-induced gingival 
epithelial barrier disruption. 95th General session of the 
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8） Matsuda Y, Minagawa T, Okui T, Tabeta K, Nakajima T, 
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95th General session of the IADR, San Francisco, 
March 24, 2017. 

9） Yokoji M, Tabeta K, Miyazawa H, Matsuda Y, Sato K, 
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General session of the IADR, San Francisco, March 24, 
2017. 

10） Roxana Stegaroiu, Kouichi Kurokawa, Kazuho Yamada, 
Yoshiaki Arai, Hideyoshi Nishiyama, Shigeo Tanaka: 
Finite Element Analysis of Implant-embedded 
Mandibular Model from Patient Data. The 95th General 
Session of IADR, San Francisco, USA, 2017.3.25, 
Journal of Dental Research, Vol. 96, Special Issue A: 
3903, 2017 (www.iadr.org). 

11） Natsuki Kishimoto, Hiromi Otsuka, Roxana Stegaroiu, 
Satoko Shibata, Akitsugu Ohuchi: Japanese Long-term 
Care Benefits for Nutrition and Oral Management. The 
95th General Session of IADR, San Francisco, USA, 
2017.3.25, Journal of Dental Research, Vol. 96, Special 
Issue A: 3336, 2017 (www.iadr.org). 

12） Satoko Shibata, Hiromi Otsuka, Natsuki Kishimoto, 
Roxana Stegaroiu, Akitsugu Ohuchi: Oral Health 
Professional Involvement in Japanese Long-term Care 
Benefit Claims. The 95th General Session of IADR, San 
Francisco, USA, 2017.3.25, Journal of Dental Research, 

Vol. 96, Special Issue A: 3337, 2017 (www.iadr.org). 
13） 黒木歩， 杉田典子，葭原明弘，小林哲夫，吉江弘

正：佐渡在住の成人における歯槽骨吸収度と血液肝

機能マーカーとの関連性について，第 59 回春季日

本歯周病学会学術大会，鹿児島市，平成 28 年 5 月 2
0 日(金)，5 月 21 日(土) 

14） 車 玉蘭，杉田典子，葭原明弘，花井悠貴，岩崎正

則，吉江弘正：The relationship between macrophage
 erythroblast attacher (MAEA) gene polymorphism a
nd periodontitis in postmenopausal Japanese women，
第 59 回春季日本歯周病学会学術大会，鹿児島市，

平成 28 年 5 月 20 日(金)，5 月 21 日(土) 
15） 秋山理加，濱嵜朋子，酒井理恵，岩﨑正則，角田聡

子，邵 仁浩，葭原明弘，宮﨑秀夫，安細敏弘：在

宅高齢者における簡易嚥下状態評価（EAT-10）と２

年後の健康状態との関連，第 65 回日本口腔衛生学

会・総会，平成 28 年 5 月 27 日（金）～5 月 29 日（日） 
16） 濱嵜朋子，酒井理恵，岩﨑正則，角田聡子，邵 仁

浩，葭原明弘，宮﨑秀夫，安細敏弘：在宅高齢者に

おける体重変化と歯数および栄養素摂取量との関

係簡易嚥下状態評価（EAT-10）と２年後の健康状態

との関連，第 65 回日本口腔衛生学会・総会，東京

都，平成 28 年 5 月 27 日（金）～5 月 29 日（日） 
17） 金子 昇，濃野 要，山賀孝之，葭原明弘，花田信

弘，宮﨑秀夫：Streptococcus sobrinus 臨床分離株の

gtfI 遺伝子における多様性の検討，第 65 回日本口腔

衛生学会・総会，東京都，平成 28 年 5 月 27 日（金）

～5 月 29 日（日） 
18） 笹嶋真嵩，葭原明弘，宮﨑秀夫：職域における歯科

疾患と従事業務内容との関連について，平成 28 年

度第 27 回甲信越北陸口腔保健研究会総会，富山県

歯科医師会館，2016 年 6 月 13 日 
19） 高橋明恵，葭原明弘，中島俊一，諏訪間加奈，宮崎

晶子：小学校における昼休みを活用した歯みがき指

導の効果，平成 28 年度日本歯科衛生学会第 11 回学

術大会，広島国際会議場，広島市，平成 28 年 9 月 1
7 日～9 月 19 日 

20） 近藤淳子，野上有紀子，葭原明弘：新潟県における

新たな住民参加型歯科保健活動 －は～もに～プ

ロジェクトの取り組み－，平成 28 年度日本歯科衛

生学会第 11 回学術大会，広島国際会議場，広島市，

平成 28 年 9 月 17 日～9 月 19 日 
21） 野上有紀子，岩瀬陽子，葭原明弘，大内章嗣，高橋

英樹，中川兼人，早崎治明：一時保護児童のう蝕状

況に関する実態調査，平成 28 年度新潟歯学会第 2
回例会，新潟大学歯学部，2016 年 11 月 4 日 

22） 小粥照子、福島正義：緩和ケアが行われたがん死亡

例の看護必要度からみた口腔保健管理の介入時期
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